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同
志
社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
八
重
さ
ん
」誕
生
！

N
H
K
2
0
1
3
年

大
河
ド
ラ
マ『
八
重
の
桜
』

制
作
班
来
学

同
志
社
大
学
×
京
阪
電
車
連
携

イ
ベ
ン
ト「
駅
コ
ン
サ
ー
ト
＆

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

IN
 

三
条
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
！
」開
催

　
2
0
1
1
年
11
月
6
日
、学
校
法
人
同
志
社

の
N
H
K
2
0
1
3
年
大
河
ド
ラ
マ『
八
重
の

桜
』関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら「
八
重
さ
ん
」が
誕

生
し
ま
し
た
。

　
同
ド
ラ
マ
の
主
人
公
と
な
る
同
志
社
の
創
立

者
・
新
島
襄
の
妻
、八
重
に
関
し
て
、同
志
社
に

は
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。そ

の
ど
れ
も
が
、八
重
の
凛
と
し
た
生
き
様
、時
に

は
厳
し
く
頑
固
な
面
も
み
え
ま
す
が
、内
に
秘

め
た”
優
し
さ“
と”
聡
明
さ“
を
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
の
１
つ
に
、夫
の
襄
が
、自
身
の
こ
と
は
八
重

に「
襄
」と
呼
び
捨
て
に
さ
せ
、自
ら
は
八
重
を

「
八
重
さ
ん
」と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。今
回
の
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
で
は
、

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
き
、現
代
の
私
た
ち

も
、新
島
襄
に
な
ら
い
、親
し
み
を
込
め
て「
八

重
さ
ん
」
と

呼
ぶ
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
学
校
法
人

同
志
社
の
広

報
の
一
翼
を

担
う
「
八
重

さ
ん
」を
、皆
さ
ん
、可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

※「
八
重
さ
ん
」は
、学
校
法
人
同
志
社
1
0
0
％
出
資
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
同
志
社
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
商
標
登
録
出
願
中
で
す
。

（
広
報
課
）

　
9
月
9
日
、N
H
K
2
0
1
3
年
大
河
ド
ラ

マ『
八
重
の
桜
』制
作
班
の
、脚
本
家
の
山
本
む
つ

み
氏
、チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
内
藤
慎
介

氏
、演
出
の
加
藤
拓
氏
が
N
H
K
京
都
の
井
上

総
局
長
と
と
も

に
同
志
社
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　
女
子
大
学
の

加
賀
学
長
、大
学

か
ら
は
松
岡
副

学
長
ら
が
お
出

迎
え
し
、歓
談
し

ま
し
た
。N
H
K

側
か
ら
、ス
ト
ー

リ
ー
や
配
役
な

ど
に
つ
い
て
、多

く
の
方
か
ら
注

文
が
舞
い
込
ん

で
い
る
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、同
志
社
か

ら
も
卒
業
生
を
含
め
、ド
ラ
マ
の
展
開
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
、こ
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
重
要
文
化
財
や
登

録
有
形
文
化
財
の
建
築
物
を
ご
案
内
し
、翌
日

に
は
同
志
社
共
葬
墓
地
訪
問
と
新
島
旧
邸
見
学

を
し
て
い
た
だ
き
、同
志
社
の
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ

り
と
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
広
報
課
）

　
9
月
23
日
、「
駅
コ
ン
サ
ー
ト
＆
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー IN

 

三
条
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
！
」を
京

阪
電
車
三
条
駅（
京
都

市
東
山
区
）で
開
催
し

た
。昨
年
に
引
き
続
き

2
回
目
の
開
催
、ま
た
連
休
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、開
演
前
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
会
場
を
訪

れ
、賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　
今
年
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ
わ
せ
て
、京
阪

電
車
が
科
目
を
担
当
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
科
目「
平
成
の
京
街
道
を
ゆ
く
～
京
阪
沿
線

の
魅
力
を
発
見
・
発
掘
・
発
信
し
よ
う
！
」の
成

果
発
表
も
行
わ
れ
、学
生
た
ち
が
資
料
を
用
い
、

淀
や
伏
見
な
ど
を
テ
ー
マ
に
研
究
成
果
を
発
表

し
た
。同
時
に
成
果
発
表
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル

展
示
も
行
わ
れ
、多
く
の
方
が
見
入
っ
て
い
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
な
ら

び
に
京
阪
電
車

京
都
エ
リ
ア
駅

長
の
挨
拶
が
行

わ
れ
た
後
、
男
声

合
唱
団「
同
志
社

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

と
、「
同
志
社
大

学
マ
ジ
ッ
ク

＆
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
サ
ー
ク
ル

H
ocu

s
-P

ocu
s

」

が
出
演
し
た
。会

場
に
設
置
さ
れ

た
座
席
が
満
席

に
な
る
中
、同
志

社
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
が「D

osh
ish

a 

C
ollege S

ong

」、

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」な
ど
５
曲
を
披
露
し
、

駅
構
内
を
行
き
交
う
多
く
の
方
も
足
を
止
め

て
学
生
の
歌
声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。ま
た
、

H
ocu

s
-P

ocu
s

に
よ
る
カ
ー
ド
や
リ
ン
グ
を

使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
が
披
露

さ
れ
る
ご
と
に
拍
手
や
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、

笑
顔
が
広
が
っ
た
。コ
ン
サ
ー
ト
、マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
の
ど
ち
ら
も
ア
ン
コ
ー
ル
が
起
こ
る
な

ど
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
の
発
表
も
含
め
た
観
客

の
述
べ
人
数
は
4
7
0
人
近
く
と
な
り
、大
盛

況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

（
広
報
課
）
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写真提供：
同志社スポーツアトム編集局

写真提供：
同志社スポーツアトム編集局 ア

ー
チ
ェ
リ
ー
部

全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
優
勝
！

名
が
出
場
。佐

藤
さ
ん
は
予

選
ラ
ウ
ン
ド

を
高
得
点
で

通
過
し
、決
勝

ラ
ウ
ン
ド
で

も
最
後
ま
で

攻
め
の
姿
勢

を
崩
さ
ず
、見
事
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

　
ま
た
、10
月
14
～
16
日
、佐
伯
国
際
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
ラ
ン
ド（
広
島
県
）で
開
催
さ
れ
た
第
24
回

全
日
本
学
生
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手

権
大
会
で
、土
岐
秀
幸
さ
ん（
経
済
学
部
4
年

次
）が
二
連
覇
を
達
成
し
た
。予
選
を
1
位
で
通

過
し
た
土
岐
さ
ん
は
、迎
え
る
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
で

1
回
戦
こ
そ
本
調
子
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、続

く
2
回
戦
以
降
は
調
子
を
取
り
戻
し
、準
決
勝
・

決
勝
で
は
他
を
圧
倒
す
る
行
射
で
、昨
年
に
引

き
続
き
全
国
の
頂
点
を
射
貫
い
た
。

　
男
女
と
も
に
実
力
を
見
せ
つ
け
、最
高
の
形
で

両
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。（

ス
ポ
ー
ツ
支
援
課
）

表
彰
は
、「
い
の
ち
」、「
環
境
」、「
知
恵
」、「
ひ
と
」、

「
刷
新
」の
各
分
野
に
お
い
て
、京
都
な
ら
で
は
の

新
し
い
自
治
モ
デ
ル
を
築
く
た
め
の
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
方
の
功
績
を
た
た
え
て
贈
呈
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
京
都
市
で
は
、事
務
事
業
評
価
制
度
の
改
善

に
対
す
る
提
案
や
各
職
場
で
行
わ
れ
る
事
務
事

業
評
価
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
事
務
事
業
評

価
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、平
成
22

年
度
は
石
井
教
授
を
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

サ
ポ
ー
タ
ー
チ
ー
ム（
同
志
社
大
学
学
生
12
名
、

京
都
市
庁
内
サ
ポ
ー
タ
ー
７
名
）が
、「
環
境
・
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
分
野
」、「
防
犯
・
防
災
分
野
」、

「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
分
野
」お
よ
び「
文

化
・
芸
術
分
野
」を
対
象
と
し
て
、平
成
22
年
7
月

か
ら
活
動
し
て
い
た
。石
井
研
究
室
は
自
然
科
学

系
の
研
究
室
だ
が
、ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
1
期

生
で
あ
る
現
４
年
次
の
ゼ

ミ
学
生
8
名（
相
塲
久
仁

香
さ
ん
、青
木
拓
巳
さ
ん
、

船
瀬
麻
理
子
さ
ん
、片
山

千
波
さ
ん
、川
勝
佐
希
さ

ん
、桑
原
健
輔
さ
ん
、谷
﨑

智
舟
さ
ん
、渡
邊
茉
梨
さ

ん
）を
中
心
に
、ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
の
学
際
性
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
た
。今
回
、

そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

「
刷
新
」分
野（
市
民
感
覚

を
市
役
所
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
ら
せ
市
政
の

刷
新
に
貢
献
す
る
活
動
）で
の
表
彰
と
な
っ
た
。

 （
広
報
課
）

　
9
月
14
日
～
16
日
、服
部
緑
地
陸
上
競
技
場

（
大
阪
府
）で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
全
日
本
学
生

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
個
人
選
手
権
大
会
で
、佐
藤
真
奈

美
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
1
年
次
）が
初

優
勝
を
果
た
し
た
。同
大
会
女
子
の
部
で
は
36

名
が
予
選
ラ

ウ
ン
ド
を
行

い
、上
位
16
名

で
決
勝
ラ
ウ

ン
ド（
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
）

を
競
っ
た
。本

学
か
ら
は
４

脳
科
学
研
究
科
設
置
記
念

講
演
会
開
催

　
9
月
12
日
、京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
脳

科
学
研
究
科
設
置
記
念
講
演
会
を
開
催

し
、パ
ッ
チ
ク
ラ
ン
プ
法
の
開
発
に
よ
り

1
9
9
1
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学

賞
を
受
賞
さ
れ
た
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
ネ
ー
ハ
ー

教
授
と
、青
少
年
の
国
際
科
学
教
育
拠
点

X
-lab

の
設
立
者
エ
バ
マ
リ
ア
・
ネ
ー
ハ
ー

教
授
夫
妻
に
、そ
れ
ぞ
れ「
脳
内
シ
グ
ナ
ル

の
し
く
み
」と「
自
然
科
学
教
育
の
展
開
」

に
つ
い
て
、講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
エ
バ
マ
リ
ア
・
ネ
ー
ハ
ー
教
授

はX
-lab

の
設
立
者
・
役
員
常
務
、

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
の
名
誉
教

授
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。X-lab
は

ド
イ
ツ
・
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
あ

る
若
者
向
け
の
実
践
教
育
機
関

で
、高
校
と
大
学
と
の
溝
を
埋
め

る
た
め
の
科
学
教
育
を
実
施
し
て

お
り
、学
生
に
科
学
に
興
味
を
持
た
せ
、ま
た
将

来
、科
学
者
と
し
て
の
道
を
選
択
し
て
く
れ
る
よ

う
に
方
向
づ
け
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て

い
る
。科
学
教
育
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
親
し
み
や

す
い
口
調
で
学
生
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
話
を

さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
ネ
ー
ハ
ー
教
授
は
ド
イ
ツ
・

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
生
物

物
理
化
学
研
究
所
理
事
、ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学

名
誉
教
授
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。1991

年
に
マ
ッ

ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
生
物
物
理
化
学
研
究
所
に
て

パ
ッ
チ
ク
ラ
ン
プ
法
を
開
発
し
た
業
績
に
よ
っ

て
、ベ
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
マ
ン
氏
と
共
に
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。そ
の
輝
か

し
い
研
究
業
績
を
表
す
よ
う
な
風
格
を
感
じ
さ

せ
る
一
方
で
、終
始
、柔
和
な
表
情
を
浮
か
べ
な

が
ら
講
演
を
さ
れ
、特
に
講
演
後
の
参
加
者
か
ら

の
質
問
に
対
し
、講
演
で
使
用
し
た
資
料
を
再
度

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
な
が
ら
熱
心
に
回
答
を
示

さ
れ
た
姿
か
ら
は
、真
摯
な
科
学
者
と
し
て
の
氏

の
姿
勢
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
当
日
は
、全
編
が
通
訳
な
し
の
英
語
に
よ
る
講

演
会
で
あ
り
、専
門
的
な
内
容
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、80
人
近
く
の
参
加
者
が
あ
り
、脳
科
学

研
究
分
野
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
一

日
と
な
っ
た
。

　（
脳
科
学
研
究
科
設
置
準
備
室
）

　
10
月
15
日
、平
成
23
年
度
京
都
市
自
治
記
念

式
典
に
お
い
て
、ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
石
井
好

二
郎
教
授
の
研
究
室（
運
動
処
方
研
究
室
）に
対

し
、門
川
大
作
京
都
市
長
よ
り「
未
来
の
京
都
ま

ち
づ
く
り
推
進
表
彰
状
」が
贈
呈
さ
れ
た
。こ
の

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
・
石
井
研
究

室
に
京
都
市
長
か
ら「
未
来
の
京
都

ま
ち
づ
く
り
推
進
表
彰
状
」贈
呈
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学
長
）、「
阪
神

大
震
災
の
経

験
や
奉
仕
の

精
神
を
伝
え

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」（
井

上
琢
智 

関
西
学
院
大
学
長
）、「
組
織
を
作
っ
て

動
か
す
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」（
川
口
清
史 

立

命
館
大
学
長
）。

　
当
日
は
、4
0
0
人
を
越
え
る
高
校
生
、ご
父

母
、教
育
関
係
者
ら
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
。ま

た
、会
場
内
特
設
ス
ペ
ー
ス
で
の「
関
西
4
大
学

紹
介
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、各
大
学
の
資
料
な
ど
を

取
り
揃
え
、フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
た
。

（
広
報
課
）

　
9
月
20
日
、理
工
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

の
盛
満
正
嗣
教
授
が
開
発
し
、特
許
を
取
得
し

た
レ
ア
メ
タ
ル
・
ベ
ー
ス
メ
タ
ル
の
革
新
的
な
製

造
方
法（
電
解
採
取
法
）と
、こ
れ
に

用
い
る
電
解
採
取
用
陽
極
に
つ
い
て
、

米
国
オ
ハ
イ
オ
州
を
本
拠
地
と
す
る

R
epublic A

lternative T
echnologies

社
と
の
間
で
独
占
的
特
許
実
施
許

諾
契
約
を
締
結
、事
業
化
を
開
始
し

た
こ
と
に
関
す
る
記
者
発
表
を
行
っ

た
。
発
表
に
はR

epublic

社C
E

O
の

M
artin

 Z
anotti

氏
に
も
ご
出
席
い

た
だ
い
た
。

　
こ
の
技
術
に
よ
り
、二
次
電
池
や
電

気
自
動
車
の
生
産
に
不
可
欠
な
コ
バ

ル
ト
、ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
の
レ
ア
メ
タ
ル

や
、電
池
・
モ
ー
タ
ー
に
使
わ
れ
る
亜

鉛
、銅
な
ど
の
ベ
ー
ス
メ
タ
ル
を
製
造

す
る
際
に
、消
費
す
る
電
力
量
を
最
大

30
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
製
造
方
法
で
は
不
可
能

で
あ
っ
た
ス
ラ
ッ
ジ（
金
属
汚
泥
）を
抑
制
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、レ
ア
メ
タ

ル
・
ベ
ー
ス
メ
タ
ル
の
製
造
に
お
け
る
膨
大
な
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
を
削
減
し
、同
時
に
、

CO2

や
有
害
物
質
の
排
出
と
い
っ
た
環
境
負
荷
も

大
幅
に
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

（
広
報
課
）

　
9
月
4
日
、東
京
の
丸
ビ
ル
ホ
ー
ル
で「
震
災

か
ら
の
復
興
に
必
要
な
力
～
未
来
を
切
り
拓
く

人
材
を
育
て
る
～
」を
テ
ー
マ
に
関
西
4
大
学 

学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た（
主
催

：

同
志
社

大
学
・
関
西
大
学
・
関
西
学
院
大
学
・
立
命
館
大

学
、共
催

：

読
売
新
聞
社
）。岩
手
県
陸
前
高
田

市
参
与
で
ワ
タ

ミ
株
式
会
社
取

締
役
会
長
の
渡

邉
美
樹
氏
に
よ

る
基
調
講
演
で

は
、「
日
本
復
興

に
求
め
ら
れ
る

も
の
と
は
～
問

題
を
解
決
す
る
人
材
を
～
」を
テ
ー
マ
に
陸
前

高
田
市
で
の
取
り
組
み
を
例
に
お
話
し
い
た
だ

い
た
。ま
た
、「
い
ま
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」を

テ
ー
マ
に
、4
大
学
の
在
学
生
と
渡
邉
氏
に
よ
る

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。続
く
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ

本
社
取
締
役
最
高
顧
問
の
老
川
祥
一
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、関
西
4
大
学
の
学
長
で「
震

災
か
ら
の
復
興
に
必
要
な
力
～
未
来
を
切
り
拓

く
人
材
を
育
て
る
～
」を
テ
ー
マ
に
討
論
し
た
。

4
学
長
は
、そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　「
想
定
外
の
事
態
に
も
、自
ら
判
断
で
き
る
人

材
を
育
て
た
い
」（
八
田
英
二 

同
志
社
大
学
長
）、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
践
を
通
じ
て
、社
会
に
関

心
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
」（
楠
見
晴
重 

関
西
大

理
工
学
部
・
盛
満
教
授
が

レ
ア
メ
タ
ル
・
ベ
ー
ス
メ
タ
ル
の

革
新
的
製
造
方
法
を
事
業
化

関
西
4
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催

　
2
0
1
1
年
度
春
学
期
末
を
も
ち
ま
し
て
、同

志
社
大
学
震
災
救
援
義
援
金
の
受
け
付
け
は
終

了
い
た
し
ま
し
た
。2
0
1
1
年
5
月
16
日
に
日

本
赤
十
字
社
へ
送
付
し
て
以
降
に
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
義
援
金
は
、次
の
と
お
り
送
付
し
ま
し
た
。

　
募
金
額

：

1
0
3,
0
0
0
円

　
送
付
先

：

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

　
送
付
日

：

2
0
1
1
年
7
月
1
日

　
募
金
額

：

1
2
0,
0
5
6
円

　
送
付
先

：

日
本
赤
十
字
社

　
送
付
日

：

2
0
1
1
年
10
月
7
日

「
京
都
の
中
の
同
志
社

　
　
　

－

相
国
寺
、朝
廷
と
明
治
の
近
代
化

－

」

　
今
回
の
展
示
で
は
、現
在
も
ま
だ
一
部
で
続
行

中
で
あ
る
も
の
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
掘
調
査
が

一
段
落
し
た
こ
と
を
受
け
て
、そ
の
成
果
を
中
心

と
し
て
さ
ら
に
京
都
の
歴
史
を
遡
っ
た
展
示
を

企
画
し
ま
し
た
。

　
花
の
御
所
か
ら
相
国
寺
、さ
ら
に
公
家
屋
敷
・

町
屋
が
立
地
し
た
こ
の
地
を
、出
土
し
た
遺
跡
・

遺
物
な
ど
か
ら
辿
っ
て
み
て
近
代
京
都
に
至
る
、

ま
さ
に「
京
都
の
中
の
同
志
社
」を
展
観
し
ま
す
。

　
遺
跡
・
遺
物
・
書
画
な
ど
か
ら
ど
の
よ
う
な
歴

史
が
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、そ
の
確
た

る
像
を
十
分
に
画
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、今

回
の
発
掘
は
多
大
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、京
都
の
近

代
化
に
お
い
て
同
志
社
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
）

同
志
社
大
学

震
災
救
援
義
援
金
の
ご
報
告

第
40
回

N
e
e
s
i
m
a  

R
o
o
m
企
画
展

17



も
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
様
々

な
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
展
示
期
間
】1
月
31
日（
火
）ま
で

た
だ
し
、祝
日
、12
月
23
日（
金
・
祝
）か
ら
1
月
5

日（
木
）は
閉
室

【
時
間
】10
時
～
17
時（
土
・
日
は
16
時
ま
で
）

【
会
場
】今
出
川
校
地
ハ
リ
ス
理
化
学
館
２
階
　

N
e
e
s
i
m
a  
R
o
o
m

【
入
場
料
】無
料

【
共
催
】同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、歴
史
資
料
館

【
出
陳
協
力
】島
津
製
作
所
創
業
記
念
資
料
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

0
7
5-

2
5
1

-

3
0
4
2

  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
日
時
】12
月
17
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
会
場
】今
出
川
校
地
明
徳
館
１
番
教
室

【
テ
ー
マ
】京
都
の
中
の
同
志
社

【
報
告
者
】鋤
柄
俊
夫 

文
化
情
報
学
部
教
授

　
　
　
　「
公
経
と
義
満
」

　
　
　
　
浜
中
邦
弘 

歴
史
資
料
館
准
教
授

　
　
　
　「
公
家
社
会
と
京
都
」

　
　
　
　
小
枝
弘
和 

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
社
史
資
料
調
査
員

　
　
　
　「
明
治
の
近
代
化
と
同
志
社
」

の
修
了
者
は
65
名
の
合
格（
昨
年
は
55
名
）で
あ

り
、法
科
大
学
院
別
合
格
者
数
で
は
全
国
第
９

位
で
し
た
。関
係
の
皆
様
方
に
は
日
頃
の
ご
支
援

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
と
も
ご

協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
司
法
研
究
科
）

■
平
成
23
年
度
　
新
司
法
試
験

　
　
　
　
　
　
　
法
科
大
学
院
別
合
格
者
数

1
6
8
号
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

■
キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス

●
本
学
教
員
の
執
筆
図
書
の
紹
介

　【
誤
】川
崎
知
巳

　
　
↓

　【
正
】川
崎
友
巳

以
上
、訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
８
日
、本
年
５
月
に
実
施
さ
れ
た
新
司

法
試
験
の
合
格
者
が
法
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。本
研
究
科（
同
志
社
大
学
法
科
大
学
院
）

今
年
度
の

新
司
法
試
験
結
果
に
つ
い
て

前
号（
1
6
8
号
）掲
載
記
事
に
つ
い
て

成
年
後
見
法
制
の
展
望

竹
中
勲  

他 

執
筆
　
日
本
評
論
社
　
5,
2
0
0
円	

ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
労
働
法
　
第
3
版

土
田
道
夫  

他 

執
筆
　
有
斐
閣
　
4,
8
0
0
円

条
文
か
ら
学
ぶ
労
働
法

土
田
道
夫  

他 

著
　
有
斐
閣
　
2,
8
0
0
円 

認
知
行
動
療
法
を
学
ぶ

武
藤
崇  

他 

著
　
金
剛
出
版
　
3,
6
0
0
円

歴
史
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

荻
野
美
穂  

他 

著
　
青
弓
社
　
1,
6
0
0
円

代
理
の
研
究

佐
々
木
典
子  

他 

執
筆
　
日
本
評
論
社
　
8,
0
0
0
円

翻
訳
の
思
想
史

三
ツ
木
道
夫  

著
　
晃
洋
書
房
　
3,
7
0
0
円

テ
キ
ス
ト
原
価
計
算
入
門

中
川
優  

他 

執
筆
　
中
央
経
済
社
　
2,
8
0
0
円	

感
情
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
癒
し
の
心
理
学 

久
保
真
人  

編
　
阪
田
真
己
子  

藤
本
哲
史  

井
口
貢  

他 

執
筆

朝
倉
書
店
　
3,
4
0
0
円	

	

新
た
な
社
会
福
祉
学
の
構
築

樽
井
康
彦  

他 

執
筆
　
中
央
法
規
出
版
　
4,
0
0
0
円

日
本
文
学
の「
女
性
性
」

佐
伯
順
子  

他 

編 

執
筆
　
思
文
閣
出
版
　
2,
3
0
0
円

経
済
思
想
の
な
か
の
貧
困
・
福
祉

西
岡
幹
雄  

他 

執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
3,
5
0
0
円

地
域
の
自
律
的
蘇
生
と
文
化
政
策
の
役
割

井
口
貢  

編 

著
　
学
文
社
　
2,
3
0
0
円

日
本
通
商
政
策
論

岡
本
由
美
子  

他 

執
筆
　
文
眞
堂
　
2,
8
0
0
円

中
学
校
新
学
習
指
導
要
領
の
展
開
　
社
会
科
編

篠
原
総
一  

他 

編 

著
　
明
治
図
書
出
版
　
1,
7
0
0
円

金
融
政
策
　
第
3
版

鹿
野
嘉
昭  

他 

著
　
有
斐
閣
　
2,
4
0
0
円

日
本
古
典
文
学
研
究
の
新
展
開

岩
坪
健  

他 

執
筆
　
笠
間
書
院
　
1
2,
0
0
0
円	

パ
ー
ス「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」の
研
究	

新
茂
之  

著
　
晃
洋
書
房
　
4,
5
0
0
円

現
代
中
国
経
済
論

厳
善
平  

他 

執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
3,
2
0
0
円

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
と
法

坂
井
智
明  
他 
著
　
嵯
峨
野
書
院
　
2,
1
0
0
円		

刑
法
Ⅱ
　
各
論
　
第
2
版

奥
村
正
雄  

川
崎
友
巳  
十
河
太
朗  

松
原
久
利  

他 

執
筆
　

悠
々
社
　
2,
8
0
0
円	

	

政
策
研
究

力
久
昌
幸  

他 

執
筆
　
福
村
出
版
　
2,
8
0
0
円 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

柴
内
康
文  

他 

執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
3,
5
0
0
円

ス
ポ
ー
ツ
法
へ
の
招
待

川
井
圭
司  

他 

執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
3,
5
0
0
円

〈
都
市
〉の
ア
メ
リ
カ
文
化
学

白
川
恵
子  

他 

執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
3,
0
0
0
円	

	

触
媒
調
製
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

髙
津
淑
人  

他 

執
筆
　
エ
ヌ
・
テ
ィ
ー
・
エ
ス
　
6
1,
6
0
0
円

”
働
く  ”

を
学
ぼ
う

千
田
忠
男  

浦
坂
純
子  

三
山
雅
子  

冨
田
安
信  

阿
形
健
司  

寺
井
基
博  

上
田
眞
士  

森
山
智
彦  

石
田
光
男  

執
筆

人
文
書
院
　
1,
5
0
0
円	

情
報
資
源
組
織
論

原
田
隆
史  

他 

執
筆
　
樹
村
房
　
2,
1
0
0
円

社
会
保
障
法
･
福
祉
と
労
働
法
の
新
展
開

西
村
健
一
郎  

他 

執
筆
　
信
山
社
　
1
6,
0
0
0
円	

	

入
門
・
日
本
経
済
　
第
4
版

篠
原
総
一  

他 

編 

著
　
野
間
敏
克  

他 

著
　
有
斐
閣
　
3,
5
0
0
円

憲
法
の
基
本 

第
2
版

尾
形
健  

他 

執
筆
　
法
律
文
化
社
　
2,
6
0
0
円

大
学
で
学
ぶ
西
洋
史

山
田
史
郎  

他 

編 

著
　
肥
後
本
芳
男  

村
田
晃
嗣  

他 

執
筆
　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
2,
8
0
0
円

新
・
注
解
　
特
許
法
　
上
巻

井
関
涼
子  

他 

執
筆  

青
林
書
院
　
1
7,
0
0
0
円

新
・
注
解
　
特
許
法
　
下
巻

井
関
涼
子  

他 

執
筆  

青
林
書
院
　
1
9,
0
0
0
円

ブ
リ
ッ
ジ
ブ
ッ
ク
法
シ
ス
テ
ム
入
門「
第
2
版
」

武
藏
勝
宏  

他 

著
　
信
山
社
出
版
　
2,
7
0
0
円

英
語
研
究
と
英
語
教
育

玉
井
史
絵  

他 

執
筆
　
大
修
館
書
店
　
3,
2
0
0
円

ロ
シ
ア
･
拡
大
E
U

月
村
太
郎  

他 

執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
3,
5
0
0
円

ア
メ
リ
カ
抵
触
法
　
上
巻

吉
川
英
一
郎  

他 

訳
　
レ
ク
シ
ス
ネ
ク
シ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
　
5,
5
0
0
円	

ア
メ
リ
カ
抵
触
法
　
下
巻

吉
川
英
一
郎
　
髙
杉
直
　
他 

訳
　
レ
ク
シ
ス
ネ
ク
シ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

6,
5
0
0
円

現
代
ア
メ
リ
カ
の
政
治
文
化
と
世
界

肥
後
本
芳
男
　
他 

編 

執
筆
　
昭
和
堂
　
2,
8
0
0
円	

浜
矩
子
の「
新
し
い
経
済
学
」

浜
矩
子  

著
　
角
川
S
S
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
　
7
8
0
円	

	

本
学
教
員
の
執
筆
図
書
の
紹
介
図
書
館
調
べ（
価
格
は
税
別
）

順 

位
1 

位

東
京
大
学
　
　
2
1
0
人

   

大
学
名
　           

合
格
者
数

中
央
大
学
　
　
1
7
6
人

京
都
大
学
　
　
1
7
2
人

慶
應
義
塾
大
学
　
　 

1
6
4
人

早
稲
田
大
学
　
　 

1
3
8
人

一
橋
大
学
　
　
82
人

神
戸
大
学
　
　
69
人

同
志
社
大
学
　
　
65
人

東
北
大
学
　
　
54
人

明
治
大
学
　
　 

90
人

7 
位

2 

位
8 

位
3 

位
9 

位
4 

位
10 

位
5 

位
6 

位
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自己発見の旅
　光陰矢の如し。固い決意で日本へ来たのは、まるで昨日のことのようですが、あっ

という間に3年も経ちました。日本は、文化の伝承を重視することで世界に知られ、

特に昔の雰囲気が満ち溢れる歴史文化都市の京都はこの点がよく現れているた

め、日本文化に夢中な私は、迷わず京都へ来ました。

　数多くの京都の大学の中から選択するのはなかなか難しいですが、最終的に同

志社大学の「自由主義」、「国際主義」という教育理念に惹かれました。私が所属し

ている文化情報学部は、データサイエンスをはじめとして理系の研究手法を用いて、

政治、経済、社会など、人間の営みすべてを分析したり、解明したりする新たな学問

の場だと言われています。多くの授業はグループワークという形で進んでいくので、

共同作業の能力が磨かれます。本学部初めての留学生である私は、最初は同じ国

出身の先輩がいないことにちょっと不安を抱えていましたが、完璧な留学生サポー

トシステムに恵まれて、すぐに大学生活に慣れました。

　中国に「良い男は四方を志す」という言葉がありますが、性別にかかわらず、若いう

ちにいろいろなところに行くのは誰にとっても良い経験だと思います。単に視野を広

げたり、人生を充実させたりするのみならず、もっと大切なのは、今まで知らなかった

自分自身を発見することです。私の場合、自分は何をやりたいのか、どのような人間に

なりたいのか、どこまで努力できるのか、これらの疑問は留学のおかげでだんだん

分かるようになってきました。なので、もしこのような自己発見の旅に足を踏み入れる

機会があったら、絶対逃がさないでください。一生の貴重な経験となりますから。

劉　幸　2010.4 ～  文化情報学部に在学（中国出身）
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国際主義は同志社大学の教育理念のひとつ。現在、本学で学んでいる多くの留学生
たちが綴る、その志や同志社大学への思いから国際化・国際交流を考えるシリーズです。

留 学 生 紹 介  



宇都宮 優子さん

【1979年法学部法律学科卒業】

愛媛県出身。大学卒業後、東京の大学に通う妹と
一緒に暮らすことを条件に、東京暮らしをスタート。
髙島屋東京店、立川の駅ビルの専門店フロア開設
プロジェクト、商品本部を経て、新宿出店準備室へ。
2007年にはグループ初の女性店長として、高崎髙島
屋取締役社長（代表取締役）に就任。09年、年間売
上高が同社最大の横浜店長を務め、執行役員にも
就任。今年5月からＭＤ本部ＭＤ政策室長。

今 回 の 同 志 社 人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

伯
井 

集
穂
子 

さ
ん

【
商
学
部
4
年
次
生
】

伯
井
●
ま
ず
、宇
都
宮
さ
ん
が
今
ど
ん
な
お
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
●
髙
島
屋
に
は
全
国
に
あ
る
18
店
舗
を

統
括
す
る
営
業
本
部
が
あ
っ
て
、そ
の
中
に
セ

ン
ト
ラ
ル
機
能
と
し
て
Ｍ
Ｄ
本
部
、つ
ま
り
マ
ー

チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
、そ
こ
で

店
舗
の
商
品
戦
略
な
ど
を
立
案
し
ま
す
。今
私

が
い
る
Ｍ
Ｄ
政
策
室
で
は
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、リ

ビ
ン
グ
、食
品
な
ど
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
担
当
す
る

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
分
野
に
つ

い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、次
に
ど
う
い
う

商
品
開
発
、商
品
の
打
ち
出
し
方
を
す
る
の
か
を

政
策
と
し
て
出
し
て
い
き
ま
す
。ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
が
別
に
あ
り
、

た
と
え
ば
世
の
中
の
流
れ
や
人
び
と
の
嗜
好
、環

境
、社
会
の
動
き
を
見
て
今
後
の
戦
略
の
方
向
性

を
決
め
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
受
け
て
営
業
と
し

て
の
具
体
的
な
商
品
・
店
舗
政
策
を
考
え
る
の
が

Ｍ
Ｄ
政
策
室
で
す
。最
も
特
徴
的
な
の
は
、プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開

発
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
合
わ
せ
た
新
し
い
売
場

づ
く
り
と
い
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

伯
井
●
入
社
後
の
歩
み
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

宇
都
宮
●
当
社
に
は
新
入
社
員
は
ま
ず
売
場
に

出
る
と
い
う
方
針
が
あ
っ
て
、私
も
最
初
の
２
年

半
ほ
ど
は
東
京
店
の
特
選
和
洋
食
器
の
売
場
に

い
ま
し
た
。そ
の
後
、入
社
3
年
目
で
、Ｊ
Ｒ
立
川

駅
に
で
き
る
駅
ビ
ル
に
髙
島
屋
が
専
門
店
フ
ロ

ア
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
に
突
然
選
ば
れ
た
の
で
す
。

伯
井
●
わ
ず
か
入
社
3
年
目
で
、で
す
か
！ 

具

体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

宇
都
宮
●
同
年
代
の
25
歳
く
ら
い
の
女
性
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
シ
ョ
ッ
プ
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
掲
げ
、商
品
の
仕
入
れ
や
出
店
を
お

願
い
す
る
た
め
に
、４
０
０
社
く
ら
い
の
会
社

を
訪
ね
て
回
り
ま
し
た
。女
性
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
商
品
の
撮
影
協
力
店
の
ペ
ー
ジ
を
見

て
、そ
こ
に
電
話
を
か
け
た
り
も
し
ま
し
た
。そ

う
し
た
中
で
象
徴
的
だ
っ
た
の
が
、サ
ザ
ビ
ー
の

「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
」で
し
た
。ま
だ
渋
谷
パ

ル
コ
に
１
号
店
が
で
き
た
ば
か
り
で
、最
初
は
商

株
式
会
社
髙
島
屋
執
行
役
員

同志社人
訪問

宇
都
宮
優
子
さ
ん
に
聞
く
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品
を
卸
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
断
ら
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
何

度
も
通
い
詰
め
、
社

長
に
は
工
事
中
の
現
場
を
見
て
も

ら
っ
て
、よ
う
や
く
出
店
に
こ
ぎ
着

け
た
の
で
す
。当
時
は
、サ
ザ
ビ
ー

も
ま
だ
社
員
が
１
５
０
人
く
ら
い

の
会
社
で
、ほ
か
に
も
新
し
い
こ

と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
小
さ
な

会
社
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い
た

時
代
で
し
た
。そ
う
い
う
会
社
と

一
緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
こ
と
で
、

ま
さ
に『
商
い
』を
身
を
も
っ
て
体

験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。コ
ン
セ

プ
ト
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

て
、出
店
交
渉
や
商
品
の
仕
入
れ
な
ど
、店
づ
く

り
を
一
か
ら
手
が
け
た
、こ
の
時
の
４
年
半
で
商

売
と
い
う
も
の
の
難
し
さ
も
厳
し
さ
も
、そ
し
て

楽
し
さ
や
面
白
さ
も
知
り
ま
し
た
ね
。

伯
井
●
そ
の
後
は
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
。

宇
都
宮
●
29
歳
に
な
っ
た
時
に
、当
時
の
商
品

本
部
に
異
動
に
な
り
、そ
こ
に
10
年
い
ま
し
た
。

前
半
の
４
年
ほ
ど
は
商
品
開
発
、そ
の
後
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
イ
ヤ
ー
を
6
年
担
当
し

て
、今
度
は
新
宿
出
店
の
準
備
室
へ
。統
括
や
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、最
後
は
部
長
を
３
年
務

め
、Ｍ
Ｄ
本
部
に
開
設
さ
れ
た
ギ
フ
ト
推
進
室
の

最
初
の
室
長
に
な
り
ま
し
た
。で
す
か
ら
商
品

本
部
10
年
、新
宿
店
10
年
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

伯
井
●
と
こ
ろ
で
、そ
も
そ
も
な
ぜ
髙
島
屋
に
入

社
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

宇
都
宮
●
私
は
１
９
７
９
年
入
社
な
の
で
す

が
、そ
の
頃
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
、経
済

が
疲
弊
し
て
急
速
に
景
気
が
悪
く
な
っ
た
時
代

で
し
た
。就
職
も
と
て
も
間
口
が
狭
く
、ま
ず
指

定
校
制
度
が
あ
っ
て
、特
定
の
大
学
で
な
け
れ

ば
受
験
資
格
す
ら
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。男

性
で
さ
え
そ
う
で
し
た
か
ら
女
性
で
４
年
制
の

大
学
を
卒
業
し
た
も
の
な
ら
就
職
先
は
ほ
ぼ
皆

無
。し
か
も
、女
性
の
場
合
は
自
宅
通
勤
を
条
件

と
す
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
、女
性
に
と
っ
て

は
二
重
、三
重
苦
の
大
変
な
就
職
難
の
時
代
で

し
た
。

伯
井
●
そ
ん
な
中
で
ど
う
や
っ
て
そ
の
狭
い
門

を
く
ぐ
り
抜
け
ら
れ
た
の
で
す
か
。

宇
都
宮
●
方
法
と
し
て
は
、し
か
る
べ
き
人
に
推

薦
状
を
書
い
て
い
た
だ
き
、ま
ず
試
験
を
受
け
る

資
格
を
得
る
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。私
は
当
時

横
浜
店
の
店
長
を
し
て
い
た
同
郷
の
父
の
先
輩

に
推
薦
状
を
書
い
て
も
ら
っ
て
何
と
か
入
社
試

験
を
受
け
ら
れ
た
の
で
す
。

伯
井
●
百
貨
店
は
希
望
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た

の
で
す
か
。

宇
都
宮
●
超
就
職
氷
河
期
で
し
た
か
ら
、そ
も

そ
も
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
選
択
肢
が
少
な

か
っ
た
の
で
す
。ほ
か
に
も
数
社
受
け
ま
し
た

が
、す
べ
て
父
や
大
学
の
先
生
な
ど
に
、推
薦
や

紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。実

は
、正
直
に
言
う
と
、こ
う
い
う
仕
事
が
し
た
い

と
か
、一
生
仕
事
し
よ
う
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た（
笑
）。百
貨
店
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に

対
し
て
、高
邁
な
考
え
を
持
っ
て
就
職
し
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、今
、私
が
採
用
面
接
を
す
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
が
、入
社
希
望
者
が
当
社
に
来

た
ら
何
を
し
た
い
と
い
う
明
確
な
意
志
が
な
く

て
も
、好
奇
心
が
あ
っ
た
り
、ち
ょ
っ
と
未
完
成

だ
っ
た
り
し
て
も
い
い
の
か
な
、と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

伯
井
●
私
は
来
春
か
ら
ア
パ
レ
ル
の
小
売
店
で

店
長
候
補
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
が
、管
理
職
と
し
て
宇
都
宮
さ
ん
が
大
切
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
●
ま
ず
は
疑
わ
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

あ
ま
り
深
く
考
え
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
で
人
は
信
頼
し
た
ほ
う
が
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。世
の
中
に
は
北
風
の
中
で

成
長
す
る
よ
く
で
き
た
人
も
い
ま
す
が
、私
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
一
緒
に
熱
く
な
っ
て
頑
張

ろ
う
と
い
う
タ
イ
プ
で
す
し
、自
分
の
人
生
を
振

り
返
る
と
、先
輩
に
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
い

う
思
い
が
あ
る
の
で
、下
の
人
に
は
で
き
る
だ
け

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
を
与
え
た
い
で
す
ね
。や

ら
な
い
よ
り
は
や
っ
た
方
が
い
い
し
、見
な
い
よ

り
は
見
た
方
が
い
い
。そ
う
い
う
場
を
経
験
す
る
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I N T E R V I E W E R

伯
は く

井
い

 集
ち

穂
ほ

子
こ

さん　商学部 4年次生

奈良県出身。自営業の家庭に育ち「商売を学びたい」と、実学的な
商学部を選択。モノを売る仕組みを知るためにマーケティングのゼ
ミを専攻。来春からは、アパレルの大手製造小売業で店長候補とし
て社会人生活をスタートする。

何よりも『商い』は『飽きない』ことが大事
　私としては、モノを売るためにはどうすればいいのかと

いうことをお伺いしたかったので、『商い』としてやり続けて

いれば、どこかで人と人の接点が生まれてくるから飽きず

にやり続けなさいとおっしゃったことにとても勇気づけら

れました。正直言って私は働き始めることに脅えていて、頑

張らなければとばかり思っていたのですが、辛いことがあっ

ても誰かがちゃんと見ていてくれる、助けてくれるという言

葉がすごくうれしかった。社会へ出る前の不安でいっぱい

の私には、とても胸に響くお話でした。宇都宮さんは、キャ

リアにしても今の輝きにしても、とても素敵な女性で、自分

もそんな女性の１人になれたらと思うのと同時に、そういう

女性が増えていけば、もっと女性が進出しやすい新しい

社会が生まれてくるはずだという思いを強くしました。

宇都宮 優子さんに聞く株式会社髙島屋執行役員

こ
と
が
、特
に
私
た
ち
の
よ
う
な
仕
事
に
は
絶
対

に
必
要
で
す
。

伯
井
●
管
理
職
の
立
場
だ
と
自
分
を
律
し
続
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

宇
都
宮
●
も
ち
ろ
ん
組
織
の
長
を
や
る
と
い
う

の
は
、孤
独
じ
ゃ
な
い
と
言
え
ば
嘘
に
な
り
ま

す
。最
終
的
に
は
自
分
で
決
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
し
、言
え
な
い
、言
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
克
服
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
ど
こ
か
ら
湧
い
て
く
る
か
と
言
え
ば
、

人
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
り
、お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
り
、単
純
に
言
う
と
売
上
が
良

か
っ
た
り
、そ
う
い
う
こ
と
が
ガ
ソ
リ
ン
に
な
り

ま
す
。長
く
や
っ
て
い
る
と
覚
悟
を
す
る
場
面

と
い
う
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
は
時

が
過
ぎ
れ
ば
い
つ
の
間
に
か
越
え
て
い
る
も
の

で
す
。

伯
井
●
そ
れ
は
自
分
で
乗
り
越
え
た
つ
も
り
は

な
い
ん
だ
け
れ
ど
、と
い
う
こ
と
で
す
か
。

宇
都
宮
●
こ
の
日
ま
で
が
締
め
切
り
と
か
、今
日

オ
ー
プ
ン
と
か
、売
上
で
言
え
ば
年
度
の
終
わ
り

は
必
ず
来
ま
す
。『
商
い
』は『
飽
き
な
い
』で
す
か

ら
、や
り
続
け
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。い
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
悪
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、悲
し

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、や
り
続
け
る
と
先
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、や
っ
て
い
る
と
学
ぶ
ん
で
す

よ
ね
。全
部
が
う
ま
く
い
く
こ
と
な
ん
て
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
。

伯
井
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。と

て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。そ
れ
に

宇
都
宮
さ
ん
は
、女
性
で
初
め
て

店
長
に
な
ら
れ
る
な
ど
、開
拓
さ

れ
て
き
た
部
分
が
大
き
い
で
す

よ
ね
。

宇
都
宮
●
私
の
場
合
、そ
も
そ

も
最
初
か
ら
高
邁
な
精
神
で
入

社
し
て
い
な
い
の
で
、与
え
ら

れ
た
仕
事
に
向
き
合
っ
て
き
た

だ
け
な
の
で
す
。常
に
や
っ
て

い
る
こ
と
に
愛
着
が
わ
く
タ
イ

プ
な
の
で
、い
つ
も
今
や
っ
て
い

る
仕
事
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。

で
す
か
ら
、女
性
で
初
だ
か
ら
と

言
っ
て
ど
う
だ
と
い
う
の
は
ま
っ

た
く
な
い
ん
で
す
。

伯
井
●「
女
性
初
の
」
と
い
う
枕

詞
が
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

宇
都
宮
●
大
抵
の
人
は
、嫌
な
こ
と
が
あ
れ
ば

「
大
丈
夫
か
」、部
長
に
な
れ
ば「
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
ね
」と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。そ
れ

も
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、あ
る
先
輩
部
長
は

こ
う
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
部
長
に
な
っ

た
と
い
っ
て
も
、会
社
が
し
た
ん
だ
か
ら
、何
か

あ
っ
た
っ
て
会
社
が
悪
い
ん
だ
か
ら
、そ
う
思
っ

て
仕
事
し
ろ
」
と
。
そ

う
い
う
こ
と
を
言
っ
て

く
れ
た
り
、見
て
い
て
く
れ

た
り
す
る
人
が
必
ず
い
て
、

そ
れ
で
助
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。も
ち
ろ
ん
仕
事
を
す
る
上
で

は
、何
日
も
眠
れ
な
い
く
ら
い
辛

い
こ
と
が
、何
十
年
も
仕
事
を
し
て

い
れ
ば
な
い
こ
と
は
な
い
で
す
が
、

必
ず
時
が
解
決
し
て
く
れ
る
し
、誰
か

が
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
て
く
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

伯
井
●
そ
う
で
す
ね
。私
も
宇
都
宮
さ
ん

の
言
葉
を
信
じ
て
、来
春
か
ら
社
会
人
と

し
て
頑
張
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。

自
分
自
身
が
成
長
し
て
い
る
か
。

そ
の
疑
問
が
転
職
へ
の

ス
テ
ッ
プ
ボ
ー
ド
に
な
っ
た
。

　
現
在
の
会
社
に
は
キ
ャ
リ
ア
採
用（
中
途
採

用
）で
入
社
し
ま
し
た
。卒
業
後
、最
初
に
入
っ
た

の
は
大
手
素
材
メ
ー
カ
ー
。も
と
も
と
高
校
３
年

生
の
時
に
１
年
間
休
学
し
て
単
身
で
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
た
経
験
が
あ
り
、大
学
で
英
文
学
科

を
選
ん
だ
の
も
、将
来
語
学
力
を
活
か
す
仕
事

に
就
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
し

た
。就
職
活
動
を
す
る
中
で
、先
端
技
術
を
世
界

に
展
開
し
て
い
る
素
材
メ
ー
カ
ー
に
魅
力
を
感

じ
て
入
社
を
決
意
。希
望
の
部
署
で
働
く
こ
と
が

で
き
充
実
し
て
い
た
の
で
す
が
、一
方
で
、会
社

の
力
と
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
培
っ
た
経
験

則
で
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
だ
け
で
、自
分
自
身

が
本
当
に
成
長
で
き
て
い
る
の
か
疑
問
だ
っ
た

の
で
す
。入
社
し
て
６
年
半
、も
う
一
度
新
し
い

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、海
外
で
も
勝
負
で
き
る
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
に
な
り
た
い
と
い
う
初
心
に
戻
り
、

自
分
を
磨
き
直
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い

か
、そ
う
思
っ
た
の
が
転
職
を
決
め
た
理
由
で
し

た
。会
社
に
不
満
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、か

え
っ
て
居
心
地
が
よ
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。年
齢
的
に
も
当
時
31
歳
で
、環
境
を
変
え
て

リ
セ
ッ
ト
す
る
に
は
、ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
商
船
三
井
の
求
人
は
偶
然
、新
聞
広
告
で
見
つ

け
ま
し
た
。
2
0
0
8
年
9
月
末
で
素
材
メ
ー

カ
ー
を
退
社
、10
月
１
日
か
ら
当
社
で
の
新
し

い
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、海
運
業
界
で
の

キ
ャ
リ
ア
を
携
え
て
の
転
職
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、中
途
入
社
と
は
い
え
状
況
は
新
入
社
員
と

同
じ
で
す
。経
験
は
も
ち
ろ
ん
知
識
も
あ
り
ま

せ
ん
。前
職
で
そ
れ
な
り
に
成
功
体
験
を
持
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、し
ば
ら
く
は
適
切
な
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
出
せ
な
い
自
分
へ
の
も
ど
か
し
さ
を

感
じ
る
日
々
で
し
た
。入
社
後
す
ぐ
に
現
在
の
自

動
車
船
部
に
配
属
に
な
り
、最
初
は
船
の
運
航

管
理
を
半
年
、そ
の
後
、日
本
発
中
近
東
航
路
の

営
業
担
当
と
し
て
、お
客
さ
ま
と
契
約
条
件
の

交
渉
や
要
望
に
沿
っ
た
配
船
計
画
の
立
案
、実
行

の
仕
事
を
１
年
半
。今
は
所
属
す
る
中
近
東
・
ア

フ
リ
カ
チ
ー
ム
全
体
の
運
営
を
行
う
課
長
補
佐

業
務
に
就
い
て
い
ま
す
が
、仕
事
に
慣
れ
る
ま
で

２
年
近
く
か
か
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
業
務
は
、貨
物
を
運
ぶ
ス
ペ
ー
ス
を

お
客
さ
ま
に
提
供
し
、お
預
か
り
し
た
製
品
を
安

全
・
確
実
に
目
的
地
ま
で
海
上
輸
送
す
る
こ
と
で

す
。日
本
発
だ
け
で
な
く
、外
国
か
ら
外
国
へ
の

ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。世
界
各
地
に
当
社
の
拠
点

が
あ
り
、現
地
の
ス
タ
ッ
フ
と
も
協
力
し
て
航

海
を
実
行
し
て
い
く
。国
を
超
え
て
皆
の
力
で

お
客
さ
ま
に
貢
献
し
、成
果
を
作
り
上
げ
て
い

く
と
い
う
実
感
が
、今
の
私
に
は
何
物
に
も
代

え
難
い
喜
び
で
あ
り
、や
り
が
い
で
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
思
う
の
は
、学
生

時
代
に
将
来
の
自
分
を
見
据
え
て
何
か
に
挑
戦

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。具
体

的
に
何
か
行
動
を
起
こ
せ
ば
、失
敗
で
あ
れ
成

功
で
あ
れ
、そ
の
結
果
ま
た
次
の
課
題
や
可
能

性
が
見
え
て
き
ま
す
。ど
う
い
う
方
向
へ
進
む

の
か
悩
む
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、大
い

に
悩
み
、た
だ
悩
む
だ
け
で
な
く
、挑
戦
し
行
動

を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
経
験
が
社
会
人

に
な
っ
て
も
必
ず
活
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。

伊藤 雄太さん【2001年 文学部英文学科卒業】
株式会社商船三井  自動車船部 営業第二グループ
中近東・アフリカ担当  課長代理

一般企業への就職を考える前、一時料理人を目指していた。3年次の夏に旅行したフラ
ンスのビストロで食べた料理の味に感動し、「この道を究めたい」と決意。1・2年次で卒
業に必要な単位のほとんどを取得済みだったこともあり、その秋から京都・祇園のレストラ
ンで働き始め、4年次の夏から秋には再びフランスに渡って本格的な料理人修業を積
んだ。しかし、その間も心の隅には「世界を舞台に働きたい」という思いがくすぶり続けて
おり、悩みに悩んだ末、「企業に就職した方が自分のやりたいことを実現できるのではな
いか」と、就職活動をする方向へ舵を切った。「好きなことを深く掘り下げていくのは楽し
かったし、技術を磨くのも面白かった」が、厨房という限られた世界は、空間的にも精神的
にも、伊藤さんにとっては狭すぎた。「若かったせいもありますが、道を探してトライアル＆
エラーを繰り返す中で、自分の本当にやりたいことが見えてきたのです」。少し回り道はし
たが、それは伊藤さんの人生の中では決して無駄だった時間ではないだろう。
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と
第52回

M Y  J O B , M Y  L I F E

　
パ
ブ
リ
シ
ス
ト
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
の
戦
略
立
案
・
提

案
や
取
材
対
応
な
ど
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

い
つ
、ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ

て
い
た
だ
く
か
の
目
標
を
立
て
、戦
略
的
に
P
R

す
る
の
で
す
。特
に
意
識
し
て
い
る
の
は
、顧
客
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
同
時
に
、ブ
ラ
ン
ド
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。メ
ッ
セ
ー
ジ
を
直
接

発
信
す
る
広
告
と
違
っ
て
、パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
は
第

三
者
の
表
現
を
借
り
て
発
信
す
る
も
の
で
す
か

ら
、取
材
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
に

な
り
ま
す
。露
出
す
る
量
だ
け
で
な
く
表
現
の
質

に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
、単
に
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
と
い
う
事
実
や
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
で
は
な
く
、

ゲ
ス
ト
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
こ
う
い
う

演
出
を
し
て
い
ま
す
、楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
後

に
は
こ
う
い
う
気
持
ち
で
お
帰
り
い
た
だ
け
る
で

し
ょ
う
と
、取
材
し
て
く
だ
さ
る
方
に
も
物
語
を

語
る
よ
う
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
番
組
を

作
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
必
要
で
す
か
ら
、双
方

がW
in

-W
in

の
関
係
で
一
緒
に
作
っ
て
い
け
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。こ
の
点
は
、前
職
で
テ
レ

ビ
番
組
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
経
験
が
活
き
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。取
材
す
る
側
が
何
を

面
白
い
と
思
い
、何
を
要
望
す
る
か
が
分
か
る
の

で
、先
方
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
超
え
る
提
案
が
で
き

て
い
る
の
で
は
と
、自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　『
ゲ
ス
ト
の
期
待
を
上
回
る
感
動
と
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
』。こ
れ
は
当
社
が
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン

で
す
。仕
事
に
お
い
て
も
同
様
に
、結
果
は
予
測

を
上
回
り
、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
常
に
向
上
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。こ

の
精
神
を
支
え
る
の
が

”S
w

in
g

 th
e
 b

a
t!

“

と
い
う
当
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。目
指
す
ゴ
ー

ル
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、ま
ず
バ
ッ
ト
を
振
り

な
さ
い
、今
ま
で
と
は
違
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
や
り

方
で
、失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
こ
と
で
す
。既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
い

ろ
い
ろ
な
事
象
を
多
方
面
か
ら
分
析
し
、そ
れ
ま

で
と
は
違
う
手
法
で
バ
ッ
ト
が
振
れ
る
人
を
会

社
は
評
価
し
ま
す
。私
自
身
、随
分
バ
ッ
ト
を
振
っ

て
き
ま
し
た
が
、現
在
は
管
理
職
と
し
て
人
を
育

て
る
立
場
に
い
ま
す
の
で
、部
下
が
自
分
で
バ
ッ

ト
を
振
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。自

分
自
身
で
考
え
、道
筋
を
作
る
こ
と
で
自
信
を
つ

け
、怖
が
ら
ず
に
バ
ッ
ト
を
振
り
切
っ
て
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。私
た
ち
が
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
メ
デ
ィ

ア
で
表
現
さ
れ
た
時
も
そ
う
で
す
が
、私
に
と
っ

て
は
、部
下
が
期
待
を
超
え
る
成
果
を
出
し
て
く

れ
る
と
純
粋
に
、心
の
底
か
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
大
学
時
代
、私
は
陸
上
競
技
部
で
選
手
生
活

を
送
る
中
で
、ラ
イ
バ
ル
は
他
人
で
は
な
く
自
分

自
身
だ
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。後
輩
の

学
生
た
ち
に
は
、
他
人

と
比
べ
る
の
で
は
な

く
、自
分
と
向
き

合
っ
て
ほ
し

い
。そ
し
て
、

自
分
を
支

え
て
く
れ

て
い
る
人

た
ち
が

い
る
こ
と

に
感
謝

し
、
社
会

に
出
て
自

立
す
る
た
め

の
準
備
期
間
と

し
て
、
積
極
的
に

い
ろ
ん
な
経
験
を
し

て
、心
を
磨
い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Sw
ing the bat! 

失
敗
を
恐
れ
ず
に

ま
ず
バ
ッ
ト
を
振
っ
て
き
た
か
ら
、今
の
私
が
あ
る
。

柳沢 洋子さん【1996年 商学部卒業】
株式会社ユー・エス・ジェイ  マーケティング部  パブリシティチーム  課長代理

同志社女子高校時代、陸上部で汗を流す一方、友人と漫才コンビを組み、放課後には部活が始まるま
での時間に教室で漫才を披露。晴れ舞台の文化祭では立ち見が出るほどの人気ぶりで、文化祭が終
わるたびにファンの子がくれた花束で家中いっぱいになったという。「父が早くに他界し、母が苦労して
学校へ行かせてくれたので、母と祖母が私の舞台を観て笑ってくれるのがとてもうれしかった」という経
験から「精神的な健康に貢献できる仕事」を希望し、大学卒業後は、東京のテレビ番組制作会社に入
社。数年後、「メディアの仕事のフィールドを広げたい」と思っていたところにユー・エス・ジェイのオープニ
ングスタッフ募集があり、2000年6月に入社。取材する側から取材される側へと立場が変わった。
就職の際には、「自分のメッセージを具現化できる仕事がしたい」、「自分のメッセージを社会に発信して
いくことが社会貢献につながれば」と考えていたという。在学生には、「社会に出て自分を通して何を伝
えたいのか、何を通して社会貢献をしたいのかを明確にすることが大切です。企業のネームバリューに
惑わされず、自分が発信したいメッセージは何なのかを分析したうえで就職活動をしてください」とアドバ
イスを送る。
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各詳細は、学内掲示板や HP などでご確認ください。

八幡市文化センター大ホール（京阪八幡・京阪樟葉・近鉄新田辺・JR京田
辺から、京阪バス「八幡市役所」下車すぐ）
●12月17日（土）、18日（日）　  書道部「同志社大学書道部・
　　　　　　　　　　　　　　　　  同志社女子大学書道部連盟展」
建仁寺西来院
●12月18日（日）　  混声合唱団こまくさ
　　　　　　　　　 「第42回定期演奏会～ここにあるもの～」

文化パルク城陽プラムホール（寺田駅下車東口より南へ線路沿いに直進
450メートル徒歩約10分)

10：00 ～17：00（最終日は16：00まで）無料

16：30 ～（16：00）1,000円

開催日時等は変更されることがあります。
【水泳部】
●2月11日（土・祝日）、12日（日）　 日本選手権(25m)水泳競技大会

応援に行こう！～体育会試合日程

同志社大学今出川校地学生支援課では、より多くの方に、寒梅館のイベン
トをきっかけとして本学および本学学生の活動に関心を持っていただく
ために、私たちとともに催しを盛り上げていただける方を募集しておりま
す。お申し込みは、今出川校地学生支援課窓口にて、随時受付中です。

【対象】 一般・他学生（本学学生・教職員は対象外とさせていただきます）　
【会費】 無料
【特典】 寒梅館イベント情報の郵送（希望者のみ）、案内メール配信、映画招
待券やコンサート入場券のプレゼント（抽選）・入場料割引、学生団体によ
る公演・お芝居等へのご招待、寒梅館レストランでの割引　etc.

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課  TEL：075-251-3270

Hardience（ハーディー友の会）メンバー募集中！

クリスマスはキリストの誕生を記念し、すべての人々が愛と信頼によって
結ばれる未来を待ち望む祝祭です。キリストの希望を象徴するキャンド
ルライトの光のもと、共にクリスマスの礼拝を捧げましょう。皆さんのご
来場をお待ちしています。なお、礼拝では手話通訳が行われます。

【日時】 12月10日（土）
　　　 開場 16:00 ／開演 16:30 （終了予定18:00）　入場無料

【会場】 京田辺校地　同志社新島記念講堂（女子大学構内）
【お問い合わせ先】 京田辺校地キリスト教文化センター
　　　　　　　　TEL：0774-65-7370

第22回 同志社京田辺 クリスマス燭火讃美礼拝

●今出川火曜チャペル・アワー（17:30 ～） 
　クラーク・チャペル（予定）
　アドベント讃美礼拝12月6日、13日
　クリスマス礼拝12月20日
●今出川水曜チャペル・アワー（10:45 ～） 
　クラーク・チャペル（予定）
　アドベント讃美礼拝11月30日、12月7日、14日
　クリスマス礼拝12月21日
●京田辺水曜チャペル・アワー（10:45 ～）
　キリスト教文化センター集会室
　アドベント讃美礼拝11月30日、12月7日、14日
　クリスマス礼拝12月21日　
●京田辺金曜ランチタイム・チャペル・アワー（12:40 ～）
　キリスト教文化センター講座室
　アドベント讃美礼拝12月2日、9日
　クリスマス礼拝12月16日

【お問い合わせ先】
今出川校地キリスト教文化センター　TEL:075-251-3320
京田辺校地キリスト教文化センター　TEL:0774-65-7370

アドベント讃美礼拝・クリスマス礼拝

キャンドルの光のもと、皆さんで一つになって、イエス・キリストの誕生を
お祝いしましょう。

【日時】 12月23日（金・祝日）　開式18:00 ／開場17:30　入場無料
【会場】 今出川校地　同志社栄光館ファウラーチャペル
　　　（女子大学・女子中高構内）

【主催】 同志社クリスマスキャンドルライトサービス実行委員会
【後援】 同志社中高・女子中高・国際中高・香里中高宗教部
　　　 同志社大学キリスト教文化センター・同志社女子大学宗教部

【お問い合わせ先】 同志社女子大学宗教部　TEL：075-251-4141

同志社 クリスマスキャンドルライトサービス

キャンパスツアーは、研修を受けた在学生が受験生や一般の方と共に
キャンパスを巡りながら、同志社の魅力を伝える仕事です。今出川校地内
の重要文化財建築物や、同志社の建学の精神を紹介する中で、在学生の皆
さんにとっても母校同志社の新たな発見につながるはずです。今出川・京
田辺の学生を問わず、積極的にご参加ください。

【時給】 880円
【お問い合わせ先】 同志社エンタープライズ　TEL：075-251-3043

国際センター留学生課では、夏休みを利用した短期プログラムで来日す
る留学生のホストファミリーを募集しています。海外からの留学生をサ
ポートし、家族の一員として受け入れていただける方、興味をお持ちの方
はぜひお問い合わせください。

【受入学生】2012年度、夏のホームステイプログラムに参加する留学生
＊2011年度は「ハーバード大学サマースクール」と「アメリカ政府奨学金
プログラム（CLS）」を実施しました

【受入時期】2012年6月～8月初旬頃
　　　　  プログラムにより、1ヶ月間と2ヶ月間の受け入れがある予定です

【条件・環境】・今出川キャンパスまで片道約1時間以内　・4畳半以上の個
室1部屋の提供（和室、洋室は不問ですが、寝具・勉強机、冷房の提供も併せ
てお願いします）　・朝・夕2食の提供

【謝礼】 月額6万円
【その他】 ・１ホストファミリー１学生のみ　・インターネットが利用でき
る環境が望ましい

【お問い合わせ先】 ※資料をお送りいたします
国際センター　留学生課
TEL：075-251-3257　E-mail: ji-ois@mail.doshisha.ac.jp

今出川校地 キャンパスツアーガイド募集

2012年度ホストファミリー募集 ～異文化に触れ、心の国際交流を～

同志社ローム記念館では、IT、メディアテクノロジーを創造的に活用し
21世紀の文化創造を担う人材の育成を目指し、プロジェクト活動を展開
しています。
現在、2012年度に実施するプロジェクトを募集しています。採択される
と、プロジェクトルームが利用できる、必要経費が付与されるなど、1年間
の活動に対するサポートがあり、プロジェクトによる学びの環境を得る
ことができます。あなたのアイデアを仲間とともにカタチにしてみませ
んか。詳しい募集要領やプロジェクトに関する情報は、ローム記念館Web
サイト（http://rohm.drm.doshisha.ac.jp/）をご覧ください。

【2012年度プロジェクト活動期間】
2012年4月9日（月）～2013年3月25日（月）（予定）

【エントリー締切】 2012年1月19日（木）17:00
【お問い合わせ先】 京田辺校地総務課（ローム記念館事務室）
　　　　　　　　TEL：0774-65-7800
　　　　　　　　E-mail：jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp

2012年度同志社ローム記念館プロジェクト募集
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【会場】 京都コンサートホール大ホール
　　　（京都市営地下鉄烏丸線  北山駅下車  1番出口より南へ徒歩3分）

【料金】 S席[事前座席指定]2,000円（※S席は前売りのみ販売・座席券交
換の必要はございません）／A席[当日座席指定]1,000円

【販売】 チケットぴあ　TEL:0570-02-9999
　　　　　　　　　　http://t.pia.co.jp（Pコード147-010）
　　　 京都コンサートホールプレイガイド　TEL：075-711-3090
　　　  同志社大学生協京田辺旅行カウンター　TEL：0774-65-8376
　　　 同志社大学生協今出川プレイガイド　TEL：075-251-4433

【主催】 全同志社メサイア演奏会実行委員会　【後援】 学校法人同志社
【お問い合わせ先】 全同志社メサイア演奏会実行委員会
 TEL：080-3864-2412（有野）
 E-mail：doshisha.messiahconcert2011@softbank.ne.jp

【会場】 京田辺校地ハローホール　 【料金】 無料
●12月2日（金）　    映画上映　『SUPER 8』（日本語字幕版/2011年/111分）
　　　　　　　    12:30 ～／15:00 ～
●12月21日（水）   ドラム＆パーカッションリズムバトルコンサート
　　　　　　　　 「からくリズム～振り替え公演～」
　　　　　　　　 開演17：15

【お問い合わせ先】 京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7413

♭ふらっとプログラム

【寒梅館ハーディーホール】
●12月4日（日）　  学生混声合唱団C.C.D.「第59回定期演奏会」

●12月10日（土）　グリークラブ「第107回同志社グリークラブ
　　　　　　　　 定期演奏会」
●12月17日（土）　コールフリューゲル「第45回定期演奏会」

●12月18日（日）　雅楽会「定期演奏会」
●12月23日（金）　ピアノ研究会「第12回定期演奏会」

●12月28日（水）　応援団「アトムフェスティバル」
●2月18日（土）  　グリークラブ「第107期卒団生のための
　　　　　　　　 フェアウェルコンサート」
●2月19日（日）  　学生混声合唱団C.C.D.「フェアウェルコンサート」

●2月25日（土）    ピアノ研究会「卒業コンサート」
●2月26日（日）    コールフリューゲル
　　　　　　　　 「京都フェアウェルコンサート2012」
●3月10日（土）  　交響楽団「フェアウェル演奏会」

【寒梅館クローバーホール】
●2月19日（日） 　 邦楽部「フェアウェルコンサート」

【京田辺校地ハローホール】
●12月10日（土）　とんがりぼうし「3回コン」
●12月17日（土）　F.S.S.「クリスマスコンサート」
●12月24日（土）　F･A･C「定期演奏会」
●1月7日（土）　    F･A･C「1月定演」
●1月21日（土）　　とんがりぼうし「フェアウェル」
●3月3日（土）　    Hocus-Pocus「卒業公演」

【学外】
●12月4日（日）　    マンドリンクラブ「第159回定期演奏会」

京都府長岡京記念文化会館（阪急電鉄京都本線長岡天神駅から西へ徒歩6分）
●12月10日（土）　  応援団吹奏楽部「第42回定期演奏会」

♪観に行こう聴きに行こう♪ 
　 ―学生団体12月～3月の活動予定―

17：30 ～（17：00）800円

17：30 ～（16：45）1,000円

17：30 ～（17：00）500円

17：30 ～（17：00）無料

15：00 ～（14：30）無料

時間未定　無料

時間・入場料未定

時間・入場料未定

15：00 ～（14：30）無料

時間・入場料未定

18：00 ～（17：30）無料

時間・入場料未定

時間未定

12:00 ～予定

時間未定

時間未定

時間未定

15:00 ～

15：00 ～（14：30）500円

18：00 ～（17：30）無料

ビジネスプランコンテスト開催
「同志社大学New Island Contest」は、今年で8回目を迎えるビジネスプ
ランコンテストです。予選を勝ち抜いたチームが個性豊かなビジネスプ
ランを発表しますので、ぜひ聞きに来てください。

【日時】 12月10日（土）13:00 ～
【場所】 今出川校地　至誠館32番教室
【主催】 同志社ベンチャートレイン、リエゾンオフィス
【お問い合わせ先】 リエゾンオフィス　TEL：0774-65-6223

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映画上
映を中心に多彩なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館ハーディーホール
【料金】 本学学生・教職員はすべて無料／一般は有料
●12月1日（木）　  映画上映　『最後の忠臣蔵』（2010年/日本/133分）
　　　　　　　　10：30 ～ /13：30 ～ /16：00 ～ /18：30 ～
　　　　　　　　 ＊一般 当日 1,300円 /
　　　　　　　　   Hardience会員・他大学生・前売り 1,000円
●12月8日（木）　  サリナ・ジョーンズ　ウィズ　フレンズ　クリスマスナイト2011
　【お問い合わせ先】 エースプロモート　TEL：06-6341-1171
●12月15日（木）  《ニコラス・レイ生誕百年記念上映会》
　　　　　　　　14：30～ /19：20～『ウィ・キャント・ゴー・ホーム・アゲイン』
　　　　　　　　16：30 ～『あまり期待するな』
　　　　　　　　18：00 ～ レクチャー（加藤幹郎氏）
　　　　　　　　 ＊一般 1,500円 /会員 1,200円（入替なし）

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※ 内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s on Thursdays!”

開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバーホールでは、
映画史に残る名作を中心に様々なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館クローバーホール（地階）
【料金】 本学学生・教職員はすべて無料／一般は催しにより有料
●12月6日（火）     映画上映　＊詳細未定
●12月13日（火）  《リュック・フェラーリと ほとんど何もない》
　　　　　　　　　『プリズムの色、時間のメカニック』『引き裂かれた交響曲』
　　　　　　　　  上映＆トーク（ゲスト：ジャクリーヌ･コー女史、
　　　　　　　　  ブリュンヒルト・フェラーリ女史、椎名亮介氏）　
　　　　　　　　 17：00 ～　＊500円均一
●12月16日（金）   《檜垣智也アクースマティックライブ》　
　　　　　　　　  18：00 ～　＊500円均一

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。

クローバーシアター

～戦前戦後通算60回～

第47回全同志社メサイア演奏会 [字幕付]

キリストの降誕・受難・復活を讃えるヘンデル作曲の大曲「メサイア」は、キ
リスト教精神を徳育の基本に据えた本学の学風の中で長年にわたり、学
生、教職員、卒業生、また地域の人々に愛されてきました。ご来場の皆さま
には、素晴らしいクリスマスイブをお過ごし頂けますよう、一同心を込めて
演奏します。是非お誘い合わせのうえご来場ください。
指揮：金 洪才
合唱：同志社メサイアコアー、メサイアシンガーズ、同志社グリークラブ
オーケストラ：同志社交響楽団

【日時】 12月24日(土)開演18:00 ／開場17：00
　　　 ※A席のみ当日16:30より座席券交換
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年
。選
手
生
活
の
最
後
を
過
ご
し
た
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
監
督
だ
っ

た
大
橋
浩
司
氏
が
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
監
督
に

就
任
し
た
こ
と
か
ら
声
が
か
か
っ
た
。代
表
監
督

が
佐
々
木
則
夫
氏
に
代
わ
っ
て
も
、コ
ー
チ
と
し

て
前
田
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
た
信
頼
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。

「
キ
ー
パ
ー
に
必
要
な
の
は
心
技
体
の
す
べ
て
。ミ

ス
す
る
度
に
い
ち
い
ち
落
ち
こ
ん
で
い
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
し
、最
後
は
自
分
で
解
決
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。コ
ー
チ
は
手
助
け
し
ま
す
が
、か
ま

う
量
を
い
か
に
減
ら
し
て
自
立
さ
せ
る
か
が
重
要

な
の
で
す
。こ
の
点
は
、サ
ッ
カ
ー
部
の
ス
タ
イ
ル

が
活
き
て
い
ま
す
ね
」。

　
ロ
ン
ド
ン
五
輪
へ
の
切
符
も
手
に
し
、メ
ダ
ル
獲

得
へ
向
け
た
次
の
戦
い
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

自
分
で
考
え
、行
動
す
る
。

同
志
社
で
の
経
験
が
世
界
を
制
し
た
。

前
田 

信
弘
さ
ん
【
1
9
9
6
年 

経
済
学
部
卒
業
】

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン（
日
本
女
子
代
表
）Ｇ
Ｋ
コ
ー
チ
、

Ｕ-

19
日
本
女
子
代
表
Ｇ
Ｋ
コ
ー
チ
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン

コ
ー
チ（
北
信
越
Ｇ
Ｋ
担
当
）

1
9
7
3
年
生
ま
れ
、香
川
県
丸
亀
市
出
身
。小
学
校
6
年
で
サ
ッ
カ
ー

を
始
め
、丸
亀
市
立
東
中
学
校
、香
川
県
立
丸
亀
高
校
を
経
て
1
9
9
2

年
同
志
社
大
学
入
学
。卒
業
後
の
1
9
9
7
年
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
川
崎
入
団
。そ

の
後
、ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
、清
水
エ
ス
パ
ル
ス
、ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
と
移

り
、
2
0
0
4
年
、ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
期
限
付
き
移

籍（
コ
ー
チ
兼
務
）。同
年
限
り
で
現
役
を
退
い
た
。
2
0
0
7
年
に
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｇ
Ｋ
コ
ー
チ
に
就
任
。
2
0
0
8
年
か
ら
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
て
い
る
。


